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✓ コロナ前後の発売データやト列を比較して、６～７割程度で推移、窓口の８７％が券売機で購入

可能、ト列状況も見て対応可能であると考えている。 

✓ 前売りについて、関係箇所へお客さま周知の徹底を求めるように伝えること。 

✓ 大森駅の内勤に「呼び出しブザー」の設置を求める。駅総体の対応を徹底させること。 

✓ 首都圏本部として、通常時を含めた想定に基づく対応を現場とも議論して行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．大田営業統括センター（蒲田駅）において、出札窓口１窓閉鎖、営業時間の縮小が出来る根拠を明らかに

すること。 

回答： ICT を活用した商品購入の利便性向上と購入形態の変化を踏まえて、効率的な駅業務体制を構築 

するために販売体制を見直すものである。 
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冒頭に「提案以降の蒲田駅のマルスについて」説明を受ける！ 
 

 

交
渉
の 

ポ
イ
ン
ト 

https://www.jtsu-e-tokyo.org/
https://twitter.com/tokyo_jtsu_e


 

2 0 2 4 . 2 . 8 205 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

２．１か月前の前売りについて会社の認識を明らかにすること。また、蒲田駅の出札窓口の負担が増えて  

いることから、川崎駅の出札窓口の営業時間の１０時開始を見直すこと。 

回答：みどりの窓口における前売り対応については、各箇所において運用方法を決めているものである。 

なお、営業時間については、お客さまのご利用状況等を踏まえ決定するものである。 

➢ 

 

 

➢  

 

➢  

 

 

➢ 

 

➢  

 

➢  

 

◆ 

 

◆ 

 

◆  

◆ 

 

◆ 

 

◆  

◆  

 

組 
合 

会 
社 

➢  

➢ 

 

 

 

➢ 

 

➢  

 

 

 

◆ 

 

◆  

 

 

◆ 

 

 

◆  

 

組 
合 

会 
社 

 

https://www.jtsu-e-tokyo.org/
https://twitter.com/tokyo_jtsu_e


 

2 0 2 4 . 2 . 8 205 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

３．今施策実施後、出札窓口のト列が発生した場合に解消するための具体的対策を示すこと。また、お客さま

が不便を感じずご利用いただける体制を構築すること。 

回答：お客さまのご利用状況等を踏まえ券売機案内等、箇所総体で対応を行っていく考えである。なお、  

引き続き、状況を見極めていく考えである。 

４．今施策実施後、券売機や精算機のトラブルや呼び出し等の対応について駅総体としてどのように対応 

するのか具体的に示すこと。また、駅総体で対応することから内勤にも券売機や兼掌窓口の呼び出しブザ

ーが確認できる設備を設置すること。 

回答：引き続き、箇所総体で状況に応じて対応することとなる。なお、現時点で対応する設備等は整って  

いると考えている。 
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５．大森駅北口改札のお客さまサポートコールシステム導入後、会社として認識している課題を明らかにする

こと。また、大田営業統括センター総体の対応力が低下していることから、大森駅北口改札のお客さま  

サポートコールシステムを中止しこれまでの体制に戻すこと。 

回答： 大森駅北口改札のお客さまサポートコールシステムによる対応については順調に推移していると  

認識しており、現行の体制で対応可能と考えている。 

６．今施策実施後、出札を担当する社員の教育・育成について具体的に示すこと。 

回答：引き続き、必要な教育は実施していく考えである。 

７．今施策実施後、人身事故等の異常時対応についての具体的な方法について示すこと。 

回答： 異常時においては、箇所総体で対応していく考えである。 
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箇所で対応可能な体制か推移を見ていく！ 

安全で安心な駅職場をつくり出すために、検証運動を積み上げよう！ 

https://www.jtsu-e-tokyo.org/
https://twitter.com/tokyo_jtsu_e

